
　

3
月
12
日
、
市
内
各
地
の
中

学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

高
隈
中
学
校
の
卒
業
式
で
は

生
徒
た
ち
が
、「
私
た
ち
が
帰

る
場
所
」
を
合
唱
。

　

こ
の
曲
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ユ
ニ
ッ
ト「
高こ
う
り
ん鈴
」と
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
に
も
出
演
し
た
曲
で
、

母
校
に
別
れ
を
告
げ
る
歌
と
な

り
ま
し
た
。

思
い
出
の
歌
で
別
れ
を
告
げ
る

　

福
岡
市
在
住
で
串
良
町
出
身
の

三
木
シ
ゲ
子
さ
ん
が
、
閉
校
と
な

る
高
須
中
学
校
、
浜
田
小
学
校
、

母
校
で
あ
る
上
小
原
小
学
校
の
卒

業
生
に
、
手
作
り
の
絵
手
紙
・
色

紙
・
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

卒
業
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

3
月
8
日
、
高
須
中
学
校
で
閉
校
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
徒
や
教
職
員
、
同
校
の
卒
業
生
な

ど
約
４
２
０
人
が
参
加
。
式
典
で
は
閉
校
宣
言

の
後
、
校
長
と
生
徒
代
表
が
校
旗
を
教
育
長
へ

返
納
。
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
後
に
記
念
碑
の
除
幕
や
航
空
写

真
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
明
日
を
語
る

会
」
で
は
参
加
者
は
高
須
の
未
来
や
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

68
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

　

３
月
15
日
、
浜
田
小
学
校
で
閉

校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
児
童
や
教
職
員
、
同
校

の
卒
業
生
な
ど
約
３
６
０
人
が
参

加
。

　

校
長
と
児
童
代
表
が
校
旗
を
教

育
長
へ
返
納
し
た
後
、
参
加
者
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、「
惜
別
の
会
」

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
学
び
舎
と

の
別
れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
、
浜

田
小
学
校
最
後
の
在
校
生
の
今
後

の
活
躍
を
願
い
ま
し
た
。

１
０
５
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

式　典

動画は
ココ!!

　

3
月
9
日
、
「
ゾ
ー
ン
30
」
供

用
開
始
式
が
寿
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
区
域
内
の
制
限
速
度
を

時
速
30
㎞
に
す
る
な
ど
の
生
活
道

路
対
策
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
で
は
初

め
て
寿
小
学
校
周
辺
の
区
域
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
鹿
屋
警
察
署
長
は
「
子
ど

も
達
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
5
日
、
寿
敬
心
保
育
園
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
、
広
く
住
民

に
防
火
思
想
の
高
揚
を
訴
え
る
た

め
に
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た
も

の
。

　

法
被
を
着
用
し
た
園
児
た
ち
は

消
防
署
員
や
消
防
団
員
が
見
守
る

中
、
保
育
園
か
ら
鹿
屋
警
察
署
ま

で
の
往
復
約
1.5
㎞
を
「
火
の
用

心
」
と
元
気
な
声
で
呼
び
か
け
な

が
ら
行
進
し
て
い
ま
し
た
。

園
児
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

地　域

　

3
月
25
日
、
第
67
回
優
良
公

民
館
表
彰
の
伝
達
式
が
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
住
民
の
学
習
活

動
に
貢
献
し
て
い
る
公
民
館
を

文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
、
田
崎
地
区
学
習
セ
ン

タ
ー
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
学
習
活
動
へ
の
貢
献
を
表
彰

大
隅
の
地
域
力
の
向
上
に
貢
献

　

3
月
24
日
、
平
成
26
年
度

河
川
海
岸
愛
護
運
動
の
優
良

団
体
に
対
す
る
知
事
表
彰
伝

達
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
河

川
部
門
は
「
姶
良
川
河
川
愛
護

会
」
、
海
岸
部
門
は
「
県
建
設

業
協
会
鹿
屋
支
部
青
年
部
」
、

「
県
建
築
協
会
鹿
屋
支
部
青

年
部
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

河
川
海
岸
愛
護
運
動
の
功
績
を
表
彰

　

3
月
9
日
、
「
平
成
26
年
度

お
お
す
み
の
地
域
力
表
彰
」
の

表
彰
式
が
大
隅
地
域
振
興
局

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
。

○
串
良
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議

○
夢む
ら
け
ん

来
研
た
か
く
ま

○ 

公
益
社
団
法
人 

鹿
屋
肝
属

法
人
会
青
年
部
会

　

3
月
7
日
、
8
日
に
串
良
町

の
3
中
学
校
区
で
「
串
良
人
旅

立
ち
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
高
校
を
卒
業
し
て
串

良
を
離
れ
て
し
ま
う
前
に
、
地

元
の
存
在
を
支
え
に
し
て
新
天

地
で
頑
張
れ
る
よ
う
、
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
、
祝
い
送

り
出
し
て
あ
げ
る
も
の
で
す
。

故
郷
を
忘
れ
な
い
で

伝
統
的
な
方
法
で
堰
を
作
る

　

３
月
８
日
、
輝
北
町
平
房
の

石
牟
礼
神
社
で
春
の
例
祭
が
開

催
さ
れ
、
上
平
房
・
中
平
房
・

下
平
房
の
各
保
存
会
に
よ
る
棒

踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
踊
り
子
た
ち
が
威

勢
の
よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
棒

を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

石
牟
礼
神
社
で
春
の
例
祭

　

3
月
17
日
、
串
良
町
細
山
田

の
川
原
園
井
堰
で
、
「
柴
の
掛

け
替
え
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
串
良
川
を
竹
で
縛
っ

た
柴
束
と
コ
モ
で
ふ
さ
ぎ
、
早

期
水
稲
用
の
用
水
を
確
保
す

る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

約
１
０
０
年
前
か
ら
続
く
伝
統

行
事
で
す
。

子
ど
も
達
の
安
全
を
願
っ
て

　

3
月
12
日
、
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
鹿
屋
支
部
の
関
係
者
が
市
役

所
を
訪
れ
、
交
通
標
識
入
り
の

定
規
１
，
０
５
０
本
を
市
内
の

各
小
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
事
故
防
止
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
、
毎
年
県

下
全
域
の
新
１
年
生
を
対
象
に

配
布
し
て
い
る
も
の
で
す
。

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

寄　贈表　敬
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